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＊本日インターネット・セミナーを配信致します。 

都議会選で決まった参院選 

選挙を決めるのは景気。 

民主はニッケイ平均 8,000‐9,000円台、自民は 12,300‐15,900 円だから都議選の結果は当

然。 

とにかくバーナンキ FRB 議長は「凄い」！ 

5月 23日の年初来最高値ニッケイ平均 15,942円を一気に 12,300円台まで落としたのはバ

ーナンキ FRB 議長の 5 月 22 日の議会証言での QE3（第三次金融緩和）の縮小可能性発言と 6

月 18、19 日の FOMC（連邦公開市場委員会）の結果会見での「年内」という言葉を使った緩

和出口示唆である。 

オバマ政権が輸出倍増計画を推進しているのにいきなり円安政策（デフレ脱却の為と言い訳

しても通らない）を打ち出してきた安倍政権と日銀に「シッペ返し」をしておくのと同時に短

期間に過熱している日米の株価を冷やしておく必要があった。 

結果は「一石二鳥」！ 

 

住宅価格上昇が消費増を促し、やがて設備投資に繋がる好循環がやっとアメリカ経済に見え

てきたところで緩和縮小をすれば短・長金利高騰で今まで 5 年 6 カ月間の緩和効果が飛んでし

まう。 

バーナンキ議長の本音は「年内緩和縮小などとんでもない」である。 

従って「円高」が基調。 

円安と円高の限界数は今回の「小冊子」（Vol.47）に理由を解説、また数字を記した。 

どこまで円安になり、どこまで円高になるかということ。 

今回の「小冊子」は金（ゴールド）特集と言ってもいいほど「金とは何か」から「金が資産

の中心になる」こと、「国際基軸通貨国無しの金本位制」、さらに世界の政権のリーダーが寄っ

てたかっても財政破綻に向かう先進国や、やがて同じ運命と辿る後進国崩壊を救えないこと、

では誰が世界を救うのか、その為救世主は今具体的にどのような通貨革命を実行に移そうとし

ているのか、見ると聞くでは大違いの私の証言を交えて書き下ろした今回の「小冊子」（Vol.47）

は「恐ろしい小冊子」です。 
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増田俊男の「目からウロコのインターネット・セミナー」大好評配信中！ 

1 ヶ月わずか￥1,000！ご契約は 1年単位になります 
 
現在大好評配信中！「目からウロコのインターネット・セミナー」！視聴期間はお申込み翌

月より 12 ヶ月となりますのでお申込み月は無料でご視聴頂けます。詳しいご案内、お申込みに
ついては増田俊男事務所（Tel：03 3955-6686、HP：www.chokugen.com ）まで。 

 


